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香川県におけるオニバスの生育環境   
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ザリガニの生育調査，ハス・ヒシ類の生育，  

アオコの発生についての調査等を行うことに  

よって，オニバスの発生を阻害する要因を明  

らかにすることを試みた。   

水質調査が4月の1回だけしか行っていな  

い，アオコ発生の調査が10月の調査だけしか  

行っていない，といった不十分な点がある  

が，今後のオニバスの保護施策について検討  

する場合の参考になるものと思われる。  

調査地と調査方法  

調査は1998年4月から10月にかけて－行っ  

た。調査の対象としたのは1982年以降に香川  

県でオニバスの発生が確認されている48ケ所  

である（表1）。このはか，1998年には丸亀市  

金倉町で1ケ所のため池（瓢池）で新たにオ  

ニバスの発生が確認されたが，主要な調査を  

終了したあとであったので，調査対象地には  

ふくめなかった。表1の番号は，久米（1996）  

にしたがった。   

水質調査は1998年4月に行った。1998年4月  

18日に栗林公園西湖をのぞく47ケ所の調査地  

の岸で，それぞれ1ケ所（赤土池は南北2ケ  

所に分かれて－いるので，それぞれで1ケ所）  

から水深約50cmの水を柄杓で採水し，ポリプ  

ロピレン性のビンにいれ，クーラーボックス  

で冷却して持ち帰った。実験室で市販のパッ  

クテスト（共立理化学研究所）により，COD  

は じ め に  

オニバスは巨大な浮葉を持つスイレン科に  

属する1年生水草である。平野部の湖沼やた  

め池などに生育するが，ため池の埋め立てや  

富栄養化の進行によって減少し，絶滅の恐れ  

さえ危倶されている（角野，1983）。そのた  

め，1997年に環境庁が作成した「植物に関す  

るレッドリスト」では，絶滅の危険が増大し  

ている種（絶滅危倶Ⅱ類）として掲載されて  

いる。香川県においては1982年以降に47ケ所  

でオニバスの発生が確認されている（久米，  

1996）。その後の新しい発生地を加えると51ケ  

所となり（久米，2000），全国的にも香川県は  

オニバスの生育地が多い県であるといえる  

が，年々発生率は減少する傾向にある（久  

米，1996）。そのため，香川県においてもオニ  

バスの保護対策のために1996年および1997年  

にオニバスの存続を阻害する要因を明らかに  

するための調査が行われた（香川県自然保護  

室，1998）。しかしながら，同調査ではオニバ  

ス生育地の詳細な生育環境調査をま限られた生  

育地でしか行われておらず，オニバスの存続  

を阻害する要因を充分明らかにしたとはいえ  

ない。そのため，今回，1982年以降1997年ま  

でにオニバスの発生が確認された48ケ所の生  

育地を対象に，オニバスの発生状況のほか  

に，パックテストによる水質調査，アメリカ  
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表1．．調査対象地り 調査の便宜上，地区別に分けた．  

番号  名 称  所 在 地  番号  名 称  所 在 地  

豊中地区  

4  菰  池  

7  神 田 池  

9  長  池  

10  蓮  池  

11 勝 田 池  

12  国 市 池  

23  下 津 池  

24  勝田池入口堀  

31 中  池  

32  鴻 の 池  

36  ツンボ池  

37  中  池  

42  島 の 池  

東讃地区  

5  引 妻 池  

6  辻  池  

15  国 下 池  

16  上金法寺池  

17 1こ－金法寺池  

22  ぶ り 池  

25  開法寺池  

27  女井間池  

28  栗林公園西湖  

39  半 田 池  

41 新  池  

46  赤  池  

観音寺地区  

1 ／ト 原■ 池 観音寺市新田町尾端  

3  赤 土 池 観音寺市出作町荒神岡  

8  仁  池 観音寺市池之尻町地下  

13  粟 屋 池 観音寺市新田町巣鴨  

18  早 苗 池 観音寺市植田町宝殿  

19  豆 菓 池 観音寺市新田町下新田  

21 塩 井 池 観音寺市粟井町母神  

29  亀 尾 池 観音寺市池之尻町中島  

30  黒 島 地 観音寺市新田町寺浦  

38  垂陀羅池  観音寺市村黒町榎之内  

44  北田井池  観音寺市粟井町竹成  

高瀬町下勝間六ツ松  

豊中町下高野柳添  

豊中町笠田六ツ松  

高瀬町下勝間六ツ松  

豊中町比地大大郷戸  

高瀬町下勝間道音寺  

豊中町笠田笠岡下津  

豊中町比地大井ノロ  

豊中町上高野中尾  

豊中町上高野中尾  

高瀬町下勝間道音寺  

高瀬町下勝間道音寺  

豊中町笠田竹田川向  

丸亀地区  

2  前  池 善通寺市稲木町毘沙門堂  

14  宮  池 善通寺市木徳町  

20  八 丈 池 丸亀市川西町南岸ノ上  

26  籠  池 丸亀市三条町上村  

33  新  池 多度津町道福寺  

34  丸亀城堀  丸亀市一・番町  

35  田 村 池 丸亀市田村町東又  

40  斜来新池  丸亀市川西町南剣来  

43  蓮  池 丸亀市中府町  

45  千 代 池 多度津町葛原  

47  上  池 多度津町道福寺  

48  仁  池 丸亀市郡家町  

高松市前田西町西谷  

三木町井上四角寺  

三木町井戸南山田  

高松市川島東町稗田  

高松市川島東町稗田  

綾歌町栗熊西長者原  

坂出市府中町南谷  

三木町池戸四角寺  

高松市栗林町  

高松市檀紙町半田  

三木町井戸南山田  

綾南町萱原  

質調査を行った。   

アメリカザリガニ調査は栗林公園西湖，赤  

池を除く46ケ所（赤土池は南北2ケ所に分か  

れているので，それぞれで）で行った。赤池  

は水が少なくワナ掛けができなかったため行  

わなかった。調査は丸亀地区では1998年5月  

17日，19日，24日，31日，東讃地区では1998  

（化学的酸素要求量），NH4濃度，PO4濃  

度を測定した。栗林公園西潮では4月22日に  

採水し，同様の方法で，COD，NH4 濃  

度，PO4 濃度を測定した。採水した時期  

は，はぼオニバスの発芽期と考えられる時期  

であり，この時期の水質がオニバスの発生に  

とって最も重要であると考えてこの時期に水  
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年7月11日，12日，観音寺地区では1998年7  

月19日，豊中地区では19g8年8月11日におこ  

なった。それぞれの調査地で，広さにおうじ  

て，3～6個のワナをしかけた。ワナには市  

販の網性のモンドリ（商品名：魚キケー）を  

使い，煮干しをエサとして入れて，数時間放  

置したのち回収し，入っていたアメリカザリ  

ガニおよびその他の動物の個体数を種別に数  

えた。   

オニバスの発生状況，ハス・ヒシ類等の調  

査およびアオコの発生状況の調査は，観音寺  

地区，丸亀地区，豊中地区では1998年10月2  

日に，乗讃地区では1998年10月8日に行っ  

た。  

結果と考察   

1998年10月2日および8日に調査した時点  

では，調査対象地48ケ所のうち，13ケ所でオ  

ニバスの発生が確認された。調査地ごとの発  

生状況は表2にしめした。◎は被度50％以  

上，○は50％以下の発生が見られた調査地  

を，×は発生していなかった調査地を表す。  

このはか，調査対象地にくわえなかった瓢池  

でも新たにオニバスの発生が確認された。ま  

た，鴻の絶と島の池では5月頃にオニバスの  

初期浮菓が見られたが，その後消滅した。   

図1にはパックテストによるCODの測定  

結果を10月の調査でオニバスが発生していた  

調査地と，発生していなかった調査地にわけ  

て度数分布でしめした。調査地ごとの値は表  

2にしめした。パックテストによるCODの  

値は，0，5，10，20，50，100mgO／1と6段  

階の標準色との比色によって－もとめられる。  

中間的な色の場合には値として，中間の値を  

とった。例えば，5と10の間の色のときは（5  

＋10）／2＝7。．5とした。石原はか（1998）は香  

川県下の4ケ所のオニバス生育地（前池，田  

村池，八丈池，籠池）で水質の季節変化を調  

査しているが，それによれば，CODは15～  

3伽唱0／1の範囲にあり，今回のパックテストに  

よる値は全般にかなり低い値である。彼らの  

調査でも最も値の低い4月に調査したことに  

よるものかもしれない。図1より，CODが  

15mgO／1以上の調査地ではオニバスが発生し  

て－いなかったことがわかる。4ケ所がそのよ  

うな調査地にあたる。10mgO／1の調査地でも大  

部分でオニバスが発生していなかった。   

図2にはNH4濃度の度数分布を同様にし  

てしめしたものである。調査地ごとの借は表  

2にしめした。パックテストによるNH4濃  

度の値は．，0．．1，0り2，仇5，1，2，5mgNH4／1  

と6段階の標準色との比色によってもとめら  

れる。図2より，NH4濃度が1皿gNH4／1以上  

の調査地ではオニバスが発生しておらず，   
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図1一．調査地のCODの度数分布．黒はオニバ  

スが発生した，斜線はオニバスが発生し  

なかった調査地を表す．  

0  0．5  0‥75  1   15  

NH4（mgNH4／［）  

図2．．調査地のNH4濃度の度数分布い 黒は  

オニバスが発生した，斜線はオニバス  

が発生しなかった調査地を表す．．  
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メリカザリガニの影響について，この報告以  

外になく，どの程度一・般的なものであるかは  

不明であったが，今回の調査結果から，アメ  

リカザリガニの個体数が多いところでは，影  

響が多いことがわかった。ただし，個々の生  

育地では同時にそれ以外の阻害要因もからん  

でいる場合もあると考えられるので，実際に  

アメリカザリガニを除去することによって，  

阻害要因としての重要度を明らかにする必要  

がある。   

アオコの発生，ハス，ヒシ類の発生につい  

ては，表2にしめした。10月の調査時点でア  

オコが発生していた調査地は○，発生してい  

なかった調査地は×でしめした。ハス，ヒシ  

類については，被度50％以上の発生が見られ  

た調査地は◎，50％以下の発生が見られた調  

査地は○，発生していなかった調査地は×で  

しめした。   

アオコが発生していた調査地は8ケ所あ  

り，いずれの調査地でもオニバスは発生して  

いなかった。アオコの発生は富栄養化と結び  

つけて一般に問題にされるが，蓮池（43）でP  

O4濃度が高かった以外は，特に水質との関  

係は見られなかった。パックテストによる水  

質調査は4月に行ったものであるのにたいし  

て－，アオコの発生は10月に調査したときの状  

況であるという時期の違いによるため，必ず  

2ケ＼所がそのような調査地であった。   

図3にはPO4濃度の度数分布をしめした。  

調査地ごとの値は表2にしめした。パックテ  

ストによるPO4濃度の値は，0．．2，0．5，1，  

2，5，10皿g醐4／1と6段階の標準色との比  

色によってもとめられる。1．5喝pO4／1以上  

の調査地ではオニバスが発生せず，2ケ所が  

そ・のような調査地であった。   

アメリカザリガニ調査の結果は図4および  

表2にしめした。アメリカザリガニの捕獲数  

はひとつのワナあたりの捕獲数を平均捕獲数  

としてしめした。図4では度数分布をしめ  

し，調査地ごとの値は表2にしめした。1．0匹  

より多く1．．5匹以下の範囲のデータ－・は2つあ  

り，1．3匹の池ではオニバスが発生し，1．5匹  

の池では発生して－いなかった。そのため，ア  

メリカザリガニの平均捕獲数が1．5匹以上であ  

るような調査地ではオニバスは発生していな  

かったということができる。そのような調査  

地は9ケ所あった。   

アメリカザリガニの影響については，新潟  

県豊栄市福島潟での報告（新潟県豊栄市福島  

潟のオニバスを保護育成する会，1994）があ  

る。オニバスの苗を移植したところアメリカ  

ザリガニによって全滅したが，捕獲除去した  

のち，再度オニバスの苗を移植したところ生  

育できるようになったというものである。ア  
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ザリガニ平均捕獲数  

図4．．調査地のアメリカザリガニの平均捕獲数  

の度数分布．黒はオニバスが発生した，  

斜線はオニバスが発生しなかった調査地  

を表す“  

図3h 調査地のPO4濃度の度数分布．黒は  
オニバスが発生した，斜線はオニバス  

が発生しなかった調査地を表す．．  
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表2．．オニバス調査池のオニバス発生状況と生育環境（総括表）‖ 記号は本文を参照のこと一．  

番号池名  オニバス COD  NH4   PO4 アオコ ハス ヒシ類ザリガニ  

（mgo／1）（mgNH4／1）（mgPO4／1）  捕獲数  

◎
×
×
×
◎
◎
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
0
0
0
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×
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×
×
×
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◎
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による調査地が6ケ所で，ハスによる調査地  

が4ケ所となった。アメリカザリガニが阻害  

要因となっている調査地が意外に多いことが  

わかる。   

個別の調査地で表2に取り上げた以外に，  

オニバス発生阻害要因として明らかなもの  

が，いくつかあげられる。丸亀城堀ではアヒ  

ル等の水禽を飼育しており，もしオニバスの  

初期浮乗が発生して－も食害されるであろうと  

考えられる。国下地はボートの練習場となっ  

ており，もしオニバスの初期浮菓が発生して  

もオ、－ル等によって引きちぎられるおそれが  

ある。栗林公園西湖は1996年に大幅な改修工  

事が行われ，その後発生しなくなった。適切  

なオニバスの保護処置がとられなかったもの  

と思われる。   

このように香川県下のオニバスの既発生地  

を広く見渡してみると，オニバスの阻害要因  

として－，アオコの発生もふくめた富栄養化と  

関連した要因以外の要因もオニバスの発生に  

大きな影響を与えていることがわかる。ま  

た，個々の調査地によってオニバスが発生し  

なかった理由は様々であることがわかる。さ  

らには，今回調査しなかったジュンサイハム  

シによる食害などもオニバスの阻害要因とし  

て重要であると考えられ，今後調査を行う必  

要がある。  

要  約  

1．．1982年以降オニバスが発生したことの  

ある香川県下48ケ所の調査地で，オニバスの  

発生状況のほか，パックテストによる水質調  

査，アメリカザリガニの生息調査，ハス，ヒ  

シ，アオコの発生状況の調査を行った。   

2．．CODについては15mgO／1以上，NH4  

濃度については1喝NH4／1以上，P04濃度に  

ついては1．．5mgPO4／1以上の調査地ではオニバ  

スが発生していなかった。   

3．．アメリカザリガニの平均描獲数が1．5匹  

以上の調査地ではオニバスは発生していな  

かった。  

しも関係が見られる結果にならなかったもの  

と考えられる。オニバスの発芽期や生育期で  

のアオコの発生状況の調査も行う必要があ  

る。   

ハスは8ケ所で生育していたが，被度が  

50％以上の4ケ所ではオニバスが発生しな  

かった。抽水植物であるハスは池面の大部分  

を覆うほど大量に生育すると浮葉植物である  

オニバスは生育できないためであると考えら  

れる。   

ヒシ類は22ケ所で生育していた。ヒシはオ  

ニバスよりも早く発芽し浮菓を展開するた  

め，大量に生育するとオニバスの発生に影響  

を与えると考えられるが，ヒシ類の生育状況  

とオニバスの発生には関係がなく，被度が  

50％以上の調査地でもオニバスの発生が見ら  

れた。   

個別の要因について以上で見てきたよう  

に，CODについては15mgO／1以上，NH4濃  

度については1mgNH4／1以上，P04濃度につ  

いては1い5mg PO4／1以上の調査地ではオニバ  

スが発生していなかった。アメリカザリガニ  

の平均捕獲数が1．．5匹以上の調査地ではオニバ  

スは発生していなかった。アオコが発生した  

調査地やハスが被度50％以上生育していた調  

査地でも，オニバスは発生していなかった。  

これらの条件のひとつひとつをオニバスの発  

生阻害要因と見なし，それぞれの調査地での  

阻害要因数を表2の右端にあげた。表2では  

調査地を阻害要因数の多い順にならべ，阻害  

要因数が同じ場合は，COD，NH4濃度，P  

O4濃度，アオコ，ハス，アメリカザリガニ描  

獲数が阻害要因となっている調査地の順にな  

らべた。1998年にオニバスが発生しなかった  

調査地36ケ所のうち，表2の卓陀羅池から田  

村弛までの23ケ所の調査地で，以上にあげた  

阻害要因によって発生しなかったことが説明  

できることになる。複数の阻害要因がある調  

査地はわずか4カ所にすぎなかった。単一・の阻  

害要因によるものとしては，アメリカザt」ガ  

ニによる調査地が7ケ所と最も多く，アオコ  
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4．．アオコが発生した調査地やハスが被度  

50％以上生育していた調査地でも，オニバス  

は発生していなかった。ヒシ類についてはオ  

ニバスの発生と関係がなかった。   

5い オニバスの阻害要因として，富栄養化  

と関連した要因以外の要因もオニバスの発生  

に大きな影響を与えていること，個々の調査  

地によってオニバスが発生しなかった理由は  

様々であることがわかった。  
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